
自己紹介  

．構造計画研究所JASDAQ公開企業 4748   

．代表取締役社長   

．創造＝学部（InnovativeInformation  
Te⊂hnotogy）  

」1975年から1985年   

．教養学科国際関係論（総合文化研究科）   

．指導教官 公文俊平教授（国際大学GLOCOM）   

．（株）ボストンコンサルティンググループ経て  

創造工学部  

姦自己紹介（2）  （Innovative葺竺f9 
． 

●興味の対象 

社会科学⇒ 社会事象の解明  

＿個人別の効用叩数の推定 l  

多属性効用理絵  

一積率を利用したシミュレーシiン  

CrystムIBall  
－  

RealOption   

ー興味の対象   

．人間の意思決定と行動   

．部分と全体の関係   

．シミュレーション  

・SystemsDynam忙Sを利用した世界モデル  

．モンテカルロ手法によるリスク分析手法  

■対象   

．消費者行動、企業評価、人間行動評価  

酢従来の方法論の限界  

要素還元鯛アプローチの限界  

●個々の動きが全‘如こ ●患わぬ事書の出現  

対してどのように影■  

するのかわからない  

⇒相互依存性  ⇒創発現象  

新脚チへの期遵  
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何が見えるか？  

旺全体は節分の総和揖止  

各正中ジ皿ン恥の鯨凱－、飢全体の束帯旺より   
動的に変化することによ屯汀劇発現線jが確記   

さ観る◎  

購買行動 ：VHSとβ  

流行  ：代卦セラ噌、旺ッ睦曲  

株取引   ：多数の取引穏と健動唐  

『シ蓋認睦pタ開発』時代  

静通産省Ⅱ炉År親書の情報化推進事零J   

◆開発予算 950◎万円   
㊥開発親桃 約伍◎Å周   

◆東征集散 謂静夫学GL①監OM 
葉浣二長竿  

鏑Å＄鋤誕生   

56  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



い「普及時代」  
宣言仁  

●教書機附こおける研究  

⇒釣7P大学との連携  

●セミナーの開催 

●学会・研究会での成稟議表  

⇒移動者マーケテイング研究コンペ  

◆襲励糞受賞  

⇒オペレーションズリサーチ学会半金1  

●英語版シミ1レークの開発  
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性 （1）：教育への活用  鮎今後の方向   

．シミュレーション初心者への啓蒙  

．両AS教科書の出版：2003年6月  

．コンペティションの継続開催  

．シミュレーション教育の普及  

，高校教育   

．中等教育  

今後の方向性（3）：社会間遠への応用  

実験経済学 vs 人工社会  
．排出権取引システム 大阪大学西棟教授  

．人間の判断とエージェントの行動  

エージェントルールの記述  
．マーケテイングデータ収集から  

．b．多属性効用（コンジョイントデータ）  

モデルの記述  

制度設計、社会技術としての展開  
．税制  

．保険  
．大規按プロジェクト評価   
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